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研究成果の概要（和文）： 本研究では、高齢者を対象としたアサーティブネス・トレーニングのプログラム開発を試
みた。調査研究および実践研究を踏まえて明らかになったことは、年齢差によってプログラムは変える必要がなく、ラ
イフステージが異なったとしてもそれぞれのトレーニング効果は一定の成果が得られるということであった。しかし、
高齢者にとって取り組みやすく、かつトレーニング効果の高いプログラム内容を整理し、新たに視覚的教材として「い
ろはかるた」を作成し、実践プログラムに取り入れた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop an assertiveness training program for eld
erly people. Based on surveys and practical studies, the age of recipients did not affect the results. The
refore the same program setting was considered to be equally effective in any life stage among elderly. As
 a new attempt, in order to familiarize them with the program and achieve highly effective training outcom
e, Japanese play cards "Karuta" has been introduced as a visual aid.
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１．研究開始当初の背景 
高齢社会において、コミュニケーション不
足による世代間トラブルや、高齢者が被害者
となる詐欺事件は後をたたない。今後益々高
齢者に対しては、互いを尊重しつつ自己主張
し、人生の知恵を次世代に伝えてゆくコミュ
ニケーション力が求められるだろう。 
アサーティブネスは「自己や他者の欲求・
感情・基本的人権を必要以上に阻止すること
なく自己表現すること」と定義されるが、こ
れまで、高齢者を対象としたアサーティブ・
プログラムはない。 
そこで本研究は、①高齢者を対象にインタ
ビューおよび質問紙調査を実施し、高齢者の
アサーティブネスの実態を把握する、②高齢
者用アサーティブネス促進プログラムを開
発する、③得られた知見をもとに高齢者向け
の教材を作成する。以上を通して高齢者のア
サーティブ行動を支援することを目的とす
る。 
 
２．研究の目的 
高齢者のアサーションの特徴について検
討を行い、その知見をもとに高齢者に適した
アサーティブネス・トレーニングのプログラ
ムおよび教材を開発し、その効果を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1) はじめに、高齢者のアサーティブネスの
特徴について調査を行った。日本においては、
高齢者に限定したアサーティブネスの研究
はさほど行われてこなかった。 
 
(2)中高年者におけるアサーティブネスの認
知的側面を測定する尺度を開発した。アサー
ティブネスを抑制する要因としてスキル不
足や歪んだ認知などが高橋(2006)により指
摘されているが、測定できる尺度はあまりみ
られない。 
 
(3) 研究代表者および分担者は、聖徳大学生
涯教育プログラム（平成２３年度第Ⅲ期聖徳
大学オープン・アカデミー公開講座）を共同
で担当している。そこで、成人男女にプログ
ラムを実践し、トレーニング効果について質
的・量的な分析を行った。 
 
(4) さらに、高齢者にとって取り組みやすく、
かつわかりやすい教材として「いろはかる
た」を作成し、実践を通してトレーニングの
効果を確かめた。 
 
(5) 最後に、高齢者と深く関わる職業として
介護職員のアサーティブネスについても調
査を行った。 
 
 

４．研究成果 
(1) 高齢者のアサーティブネスの特徴につ
いて検討する目的で、感情と行動の関係、ア
サーティブネスへのためらい、アサーティブ
ネスの現状について調査を行った。 
 
高齢者の対人葛藤場面におけるアサーシ
ョンの特徴を検討するため、65 歳以上の男女
515 名（男性 383 名、女性 132 名、平均 69.69
歳、SD 3.74）に「この 1 年の間に誰かに対
して嫌な気持ちになったことはありました
か。その状況を思い出してください」と教示
し、「上記の出来事はどういう状況で起きま
したか？（状況）」「上記の出来事において、
その相手は誰でしたか？（対象）」「上記の出
来事が起こった時、あなたは実際にどのよう
な行動をとりましたか？（行動）」という各
教示文に対して、自由記述形式で回答を求め
た。その結果、以下の考察を得た。 
・対人葛藤場面として最も想起されるのは家
庭であり、次いで社交・職場・地域・学校な
どの場面である。 
・家庭での対人葛藤場面では「受身的行動」
が最も選択され、社交・職場・地域・学校で
は「攻撃的行動」が最も選択されやすい。 
・対人葛藤場面で最も多く生じる感情は「怒
り」である。 
・男性は「怒り」を感じる場面で「攻撃的行
動」を選択しやすいが、女性は「受身的行動」
を選択しやすい。 
以上の結果から、高齢者にとっても生涯学
習としてのアサーション・トレーニングが必
要であることが示唆された。 
 
シニア世代は自己主張をせず、自分を抑え
ることを美徳とする教育を受けてきた世代
であり、自分の要望を表明したり、不都合な
ことを断るのをためらいがちである。そのた
めに人とのコミュニケーションにも消極的
になっているのではないか。シニア世代のア
サーティブ行動の実態を把握するために、個
別のインタビュー調査を行った。調査期間は
2011 年 10 月～2012 年 3月であり、対象者は
男性 7 名（平均年齢 68.3 歳）女性 6 名（平
均年齢 62.5 歳）であった。調査では、アサ
ーティブ行動に関する 12 項目の回答結果と
『自分自身の要望、意見や考え、気持ちをど
の程度ためらわずに表現しているか』『ため
らうのはどのような時か、誰に対してか』を
たずね、以下の結果を得た。 
・アサーティブ行動に関して、「全くない」「た
まにある」は、女性では「迷惑なことをされ
たら抗議する」「頼まれたことを断る」が多
く、男性では「頼まれたことを断る」「頼み
ごとをする」「人に相談する」が多かった。
女性は自分に不利なことであっても、断った
り、抗議したりすることをためらっている。



それに対して男性は相手に依存したり、相手
との関係に影響しそうなことに関してため
らっているようである。 
・「よくある」「非常にある」に関しては、男
女共通なものは「勧誘を断る」「相手をほめ
る」であり、女性に多いものは「人に相談す
る」「自分がほめられたら受けいれる」であ
る。男性に多いのは「自分の知らないことを
尋ねる」「人との会話に加わる」「情報をほし
いときに要求する」「迷惑なことをされたら
抗議する」であった。 
・日常、『自分自身の要望、意見や考え、気
持ちをどの程度ためらわずに表現している
か』について、どの程度しているかについて
は、女性も男性も「ある程度している」「自
由にしている」が多く、「少しだけ」は一人
ずつであった。男性は「少しだけ」は会社関
係においてと回答している。 
・『ためらうのはどのような時か、誰に対し
てか』に関しては、女性では「分かってもら
えないと思うとき」の夫に対して 2名、その
他、兄弟に対して、職場の同僚に対してなど
がある。息子に対して気を使って考えて伝え
る、相手により言わないでおくこともあり、
また傷つかないように話すよう気をつけて
いるなどの回答があった。男性では会社の上
下関係や意見の違う人に対してためらって
いた、引いてしまっていた、現在も仕事やサ
ークルの運営に関してためらうことがある
と回答している人が４名いる。利害関係がな
ければ自由に話せる、TPO にあわせて言った
り言わなかったり、理解してくれそうな時は
いう。学生時代の友人は自由に話せるという
のは多かった。妻に対しては、‘ためらいは
ない’が多いが、円満に行くのであれば言わ
ないこともある、最後は任せる、話しても無
駄、などの意見もあった。父母に対して、父
親は話しづらかったが 4名、母親は自由に話
せた、が全員である。また、息子に対して遠
慮がある、あるいは世代の違いで理解するこ
とが難しいなどの回答もあった。 
 
 高齢者を含む成人のアサーティブネスの
傾向把握を目的として、パイロット的に行っ
た。 
第 1研究では、研究協力者として埼玉県内
在住の成人 106 名の協力を得た。このうち、
著しい欠損のない回答 92 件(男性 17 名、女
性 75 名；平均年齢=54.3 歳(SD=18.8、 
Range=23-86 歳))について分析対象とした。
調査はシニアライフをテーマとした中高年
者対象の市民講座や子育て支援事業などの
公共の場を利用して行われた。自記式のアン
ケート調査を留置式で行い、郵送での提出を
求めた。「成人期のコミュニケーション(人づ
きあい)についての調査」というタイトルの
本質問紙の構成は次の通りである：①プロフ

ィール(家族・就労状況・健康状態を含む)、
②アサーティブネス・チェックリスト 30 項
目(菅沼、1989；一部改変)など、③QOL 尺度
12 項目(石原ら(1992))、④対人関係に関する
リスト 30 項目(信頼感尺度(天貝、1997)に、
家族機能測定尺度(草田･岡堂、1993)を参考
にして、先立つ自由記述の調査から得られた
家族関係に関する項目を12項目加えたもの。
（ただし、本研究では未検討)、⑤自由記述
欄(人づきあいに関する信念ならびに事例)。
なお、回答は匿名で依頼し、プライバシーの
保護と尊重には充分に留意する旨、回答前に
文書ならびに口頭で伝え、同意を得られた協
力者のみを対象とした。本研究においては、
当初、①高齢者は比較的ノンアサーティブで
あろうと仮説を持っていた。また、②アサー
ション得点の高さは、QOL 得点の高さや信頼
感得点の高さと関連するであろうと予測し
ていた。しかしながら、①についてはほとん
ど差がみられず、むしろ 50 歳以上のシニア
のほうがややアサーティブであることが示
された。一方、②については、QOL との関連
で、ノンアサーティブなグループのほうで
《生活満足度》と《生活のハリ》が高いこと
が示され、主観的 QOL の高さが認められた。 
第 2研究では、研究協力者として東京近郊
在住の成人 350 名の協力を得た。このうち、
著しい欠損のない回答 335 件(男性 71 名、女
性 264 名；平均年齢=62.50 歳(SD=16.7、 
Range=23-92 歳))について分析対象とした。 
調査はシニアライフをテーマとした中高年
者対象の市民講座や子育て支援事業などの
公共の場を利用して行われた。自記式のアン
ケート調査を留置式で行い、郵送での提出を
求めた。「成人期のコミュニケーション(人づ
きあい)についての調査」というタイトルの
本質問紙の構成は第 1 研究と同様であった。
まず、アサーション得点(アサーションに関
する 6 つの下位尺度得点を合計した得点)に
より男女で平均値を比較したところ、有意な
差は認められなかった。同じく年齢層3群(50
歳以下・51-70 歳・71 歳以上)間での比較に
おいては、有意な傾向が認められた。アサー
ション得点の中央値 84.0 を境にアサーショ
ン High 群と Low 群の 2 群に分けたところ、
アサーションHigh群では143人M=62.56歳、
Low 群 145 人 M=56.78 歳となった。アサーシ
ョン得点と QOL 尺度との関連では、3 下位尺
度について、それぞれ有意な差が認められた。
また、対人関係尺度のうち、信頼感尺度との
関連についても、「自己信頼」と「他者信頼」
で High 群が Low群よりも有意に高く、「不信」
で Low群が High 群よりも高い傾向を示した。
本研究においては、当初、高齢者はノンアサ
ーティブであろうと仮説を持っていたが、む
しろ高齢者のほうがアサーティブであるこ
とが示された。 



(2) 高齢者のアサーティブネスの認知的側
面を測定することを目的として、中高年者を
対象とする尺度を開発した。 
 
高齢者のアサーティブネスに関連する認
知的側面を測定する項目を先行研究から項
目を選出し、臨床心理士による内容的妥当性
の検討を行った。調査参加者は郵送による調
査とマクロミルによるインターネットアン
ケート調査で得られた計 647名（男性 319名、
女性 328 名）、平均年齢 66.1 歳、SD=5.0、年
齢幅 60 歳〜85 歳であった。アサーティブネ
スに関する認知原尺度、シャイネス自己陳述
尺度（関口・金築・金築, 投稿中）、怒りの
自己陳述尺度（増田・金築・関口・根建, 2005）、
自尊感情尺度(山本・松井・山成, 1982)を用
いた。原尺度 42 項目を最尤法プロマックス
回転による因子分析を実施したところ「非主
張的思考」「攻撃的思考」「アサーティブ思考」
の 3因子が抽出された。Cronbach のα係数算
出し、内的整合性の検討を行った。その結果、
「非主張的思考」α=.83、「攻撃的思考」α
=.78、「アサーティブ思考」α=.64 であった。
また、各因子と既存の尺度の下位尺度との相
関係数を算出したところ、比較的強い相関が
認められ、基準関連妥当性が認められたとい
える。また、確認的因子分析を実施したとこ
ろ、GFI=.933 の高い適合度が示されたことか
ら、この 3因子モデルはデータにうまく適合
しているといえる。  
 
(3) 高齢者のアサーティブネス・トレーニン
グ・プログラムを開発するため、研究代表
者・分担者が実施したトレーニングについて
検討を行った。プログラムの概念図を図１に
示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 トレーニング・プログラムの概念図 
 
生涯学習プログラムでの実践を対象とし
た検討を行った。各回 1時間半で全 10 回を 4
人の研究代表者・分担者がそれぞれ担当し、
①エイジング、②感情、③認知、④行動の育
成を目的としたトレーニングを実施した。 
 
① 日常で体験するさまざまなトラブルを、
KJ 法を用いて整理することを試みた結果、ト
レーニング効果として、問題を整理すること

で次の方略を考えやすくなること、共感的理
解が得られること、自分だけではないことへ
の気づき・他者の方略への気づきがあること
などが示された。 
② 感情の育成を目的として、ポストカード
を通して自分の感情を探し、言葉で表現する
ワークを行った。その結果、多くの参加者が
自らの言葉で感情を表現したり、言葉で明確
に表現していない人でも何らかの感情が動
いていたことが推測できた。また、人前で自
分の気持ちを話すことのトレーニング、さら
に仲間の話すことを聴いて相手の気持ちも
感じ取るトレーニング方法として有効であ
ることが示唆された。 
③ 認知の育成を目的として、「思考に気づ
く」というテーマで認知的再体制化法を用い
たトレーニングを実施した。アサーティブネ
スに関わる問題を参加者へ尋ねると、参加者
の多くは自分の意図しない相手からの反応
や一方的な態度へ困惑したり、身近な人に対
して言いたいことを言えずに落ち込んだり、
不快な気分になったりしていることがうか
がえた。さらに、トレーニング終了後には参
加者はアサーティブネスにおける認知の役
割を理解したことが示唆された。 
④ 行動の育成を目的として、フィッシュボ
ウル式のロールプレイング（FBR）を実施し
た。特に、主役が非アサーティブ行動をアサ
ーティブ行動へと変化するプロセスを分析
し、どのような要因が主役の応答を変化させ
たのかを逐語録から事例的に検討した。その
結果、今回のトレーニングだけでは断定でき
ないが、参加者全員とファシリテーターと協
働関係が生まれたこと、主役が変化すること
を明言し責任転嫁を払拭したこと、ファシリ
テーターからの肯定的なフィードバックが
あったことなどが考えられる。 
 
3 日間のアサーティブネス・トレーニング
が参加者の認知と行動にどのような影響を
与えるのかについて検討を行った。成人 29
名に対して認知と行動の育成を目的とした
トレーニングを実施した。なお、認知の育成
としては Let’s get rational を、行動の育
成としては FBR をそれぞれ用いた。トレーニ
ングの結果、認知と行動がいずれも改善され
たことが示された。ただし、行動については
一部のアサーティブ行動のみの改善に留ま
ったため、トレーニングの内容についてはさ
らに検討する必要があると思われる。 
 
ライフステージによってトレーニング効
果が異なるのかについて検討を行う目的で、
20歳代～70歳代の男女 43名に FBRによる行
動の育成を目的とした1日のアサーティブネ
ス・トレーニングを実施した。参加者を 20
～30 歳代、40～50 歳代、60～70 歳代の群に



分け、トレーニング実施前後のアサーティブ
行動を比較した結果、参加者のライフステー
ジに関わらず、トレーニング後のアサーティ
ブ行動が促進されたことが示された。結果か
ら、行動の育成についてはライフステージに
よってトレーニング効果に違いはないとい
うことが明らかになった。 
 
(4) アサーティブネス・トレーニング用の教
材として「いろはかるた」を作成した。読み
札の文章は菅沼（2008）「セルフ・アサーシ
ョン・トレーニング―はじめの一歩」より引
用し、絵札は大学生 4名が作画を担当し、試
作版を完成させた。実際に、いくつかのアサ
ーティブネス・トレーニングで実践し、その
成果をシンポジウムにて発表した。これらに
ついては今後も研究を継続していく予定で
ある。 
 
(5) 非アサーティブ事例・場面ならびにその
場での対処方略を収集するために、新任介護
職者が利用者の家族(おもに中高年者)との
やりとりで感じるコミュニケーションスト
レスの種類ならびに対処について検討した。
協力者として、東京近郊勤務の福祉・介護施
設職員 70 人(男性 28 人、女性 39 人、不明 3
人：年齢 10 代 10 人、20代 54 人、30代 3人、
40 代 1人、不明 2人)を対象とした。2011 年
9 月、新任介護者向け研修会にて自由記述式
質問紙法で直接配布・説明し、主旨を理解し
てもらったうえで回答を促し、その場で回収
した。質問紙は DESC 法(Bower & Bower, 2004)
を参考に構成した。教示は《利用者のご家族
さまとのかかわり・やりとりで、「難しい」
と感じることはありますか？ 1 例、具体的に
思い浮かべてみてください》とし、①特定の
場面想起、②相手の特定、③状況の記述、④
気持ち、⑤対応(行動と意図)を尋ねた。 
結果は①②より「なし」や相手が上司・同僚、
利用者本人を除いた26件を分析対象とした。
コミュニケーションの相手の属性としては、
性別・年齢ならびに利用者との関係でみると、
男性 10 人は 30～60 代(不明 1)、全員息子で
あり、女性は 16 人で 40 代以上、(妻 3・嫁(表
現は記載のまま)2・娘 11)であった。③対応
としては家族からの「要求」「質問」がほと
んどを占め、働きかけとしては「(悪い)状況
の説明」が挙がった。④困惑・不安・不快感・
焦燥感・相手への非難・緊張などの感情が喚
起されていた。⑤それらへのコーピング手段
として、上司・先輩への相談・助言が活用さ
れていた。 
新任介護者のストレス場面における対処
について、「すぐに対応し、相談・確認する
こと」は誠実さと、「具体的に相手に伝わり
やすいように説明し、情報を提供しようとす
ること」は率直さと、それぞれアサーティブ

ネスの重要な要素との関連が認められた。さ
らに、職業人としての自覚と責任感をもち、
「上長への報告・相談・助言」を通じて自ら
の行動への確証を得ていた。これらの行動は、
総じて職業人としてのスキルアップにもつ
ながることと考えられた。しかしながら、対
等さについては非アサーティブネスが確認
された。スキル不足・経験不足・若年者であ
ることからか、介護スタッフ側に不安・緊張
などが生じていた。職業場面では、サービス
の提供者側はとくにネガティブな感情を抑
制するので、つねに対等に“I メッセージ”
を行うとは限らない(感情労働)が、この点の
コントロール方略を高めることが新任介護
者のアサーティブなコミュニケーションの
実現につながる可能性が示唆され、ひいては
コミュニケーションストレスの緩和につな
がると考えられた。 
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